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は
、
連
合
の
要
求
が
昨
年
に
比
べ
や

や
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
昨
年

は
「
２
％
以
上
」
と
し
て
い
た
が
、

今
年
は
「
２
％
程
度
を
基
準
」
と
し

た
。
自
動
車
、
電
機
な
ど
で
構
成
す

る
金
属
労
協
は
、
今
年
の
賃
上
げ
要

求
を
昨
年
の
半
分
に
抑
え
た
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
企
業
収
益
は
高

水
準
で
あ
る
も
の
の
伸
び
が
鈍
化
傾

向
に
あ
る
こ
と
や
、
消
費
者
物
価
の

伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
２
年
連
続
の
賃
上

げ
は
実
現
さ
れ
た
も
の
の
、
中
小
企

業
の
賃
上
げ
が
大
企
業
に
追
い
付
か

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。

　

物
価
を
み
る
と
、
労
組
側
の
要
求

基
準
と
な
る
消
費
者
物
価
は
、
生
鮮

食
品
を
除
く
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
こ
れ

は
原
油
価
格
下
落
の
影
響
に
よ
り
、

足
元
で
は
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
昨
年
11
月
は
前
年
同
月
比
で

プ
ラ
ス
０
・
１
％
だ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
最
近
、
日
銀
が
物
価
の
基
調

を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
重
視
し
て

い
る
、
生
鮮
食
品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

除
く
消
費
者
物
価
は
比
較
的
堅
調
に

今春闘、要求水準は控えめ
日銀は粘り強く緩和維持を

　

物
価
が
安
定
的
に
上
昇
し
、
デ
フ

レ
か
ら
脱
却
し
た
と
完
全
に
い
え
る

た
め
に
は
賃
金
の
持
続
的
な
上
昇
が

欠
か
せ
な
い
。
消
費
者
物
価
と
時
間

当
た
り
賃
金
の
伸
び
は
、
長
期
的
に

見
る
と
ほ
ぼ
連
動
し
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
今
年
の
春
闘
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
主
要
企
業
の
賃
上

げ
は
２
０
１
４
年
２
・
19
％
、
15
年

２
・
38
％
と
２
年
連
続
で
２
％
台
と

な
り
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
も
２
年
連
続

で
実
現
さ
れ
た
。
15
年
の
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
は
０
・
５
％
と
00
年
以
降
で
最

大
の
伸
び
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
の
春
闘
で

推
移
し
、
昨
年
11
月
は
プ
ラ
ス
１
・

２
％
と
な
っ
た
。

　

労
組
が
こ
れ
ま
で
要
求
の
目
安
と

し
て
き
た
生
鮮
食
品
を
除
く
ベ
ー
ス

の
伸
び
が
鈍
化
し
た
の
は
、
原
油
価

格
下
落
と
い
う
特
殊
要
因
が
あ
る
。

一
方
で
最
近
の
日
銀
は
、
生
鮮
食
品

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
除
く
ベ
ー
ス

を
重
視
し
て
政
策
運
営
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
労
組
も

日
銀
と
同
じ
ベ
ー
ス
に
基
づ
い
て
、

要
求
水
準
を
下
げ
な
い
と
い
う
選
択

肢
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
の
慣
行
が
重
視
さ
れ

た
。

　

中
小
企
業
の
賃
上
げ
率
は
15
年
に

１
・
６
％
と
、
前
年
か
ら
横
ば
い
に

と
ど
ま
っ
た
。
中
小
企
業
へ
の
波
及

は
遅
れ
て
お
り
、
大
企
業
と
の
格
差

が
開
い
て
い
る
。

　

連
合
が
今
年
の
要
求
を
「
２
％
程

度
を
基
準
」
と
し
た
の
は
、
大
企
業

労
組
の
要
求
に
幅
を
持
た
せ
た
上

で
、
大
企
業
が
系
列
の
中
小
企
業
か

ら
の
仕
入
れ
価
格
引
き
上
げ
な
ど
の

配
慮
を
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
の

底
上
げ
を
実
現
す
る
狙
い
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、
今
年
の

要
求
は
昨
年
よ
り
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン

し
、
２
％
の
物
価
上
昇
を
目
指
す
日

銀
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
な
い
も
の

に
映
っ
て
い
る
。
物
価
上
昇
が
２
％

を
超
え
て
い
た
１
９
９
０
年
代
前
半

は
、賃
金
も
４
～
５
％
伸
び
て
い
た
。

現
在
で
も
、
２
％
の
物
価
上
昇
を
実

現
す
る
に
は
、
４
～
５
％
程
度
の
賃

上
げ
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
今
年
の
春
闘
も
、

企
業
収
益
の
増
加
が
賃
金
に
回
り
、

経
済
の
好
循
環
が
よ
り
一
層
進
展
す

る
と
い
う
期
待
に
は
十
分
応
え
ら
れ

そ
う
に
は
な
い
。
し
か
し
、
労
組
が

こ
れ
ま
で
の
要
求
方
式
を
す
ぐ
に
変

え
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
中
小

企
業
に
賃
上
げ
を
波
及
さ
せ
る
に
は

時
間
が
か
か
る
。

　

賃
金
、
物
価
の
上
昇
が
よ
り
明
確

に
な
る
ま
で
、
日
銀
は
量
的
・
質
的

緩
和
を
導
入
し
た
当
初
の
短
期
決
戦

志
向
を
離
れ
、
粘
り
強
く
緩
和
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
段

階
に
入
っ
て
い
る
。
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